
 

「勝敗を受け入れる」ことを大切に ～運動会や作品展を通して～ 

校長 福永一也 

 

 今年の運動会は、昨年度までは 1～4 年生のみ行っておりました徒競走(かけっこ)を、

全学年で行います。そのために子どもたちは、少しでも速く走ることができるようにと、

練習に取り組んでまいりました。 

 運動会は、体育の授業で身に付けた運動技能を発揮する場です。

技能の高まりだけではなく、走ることなどの陸上運動を通して身に

付けるべきことの一つとして、学習指導要領（脚注）には次のよう

な記述があります。 

    運動に積極的に取り組み、約束を守り助け合って運動をしたり、勝敗を受け入れたり、

仲間の考えや取組を認めたり、場や用具の安全に気を配ったりすること。(５，６年生) 

「勝敗を受け入れる」ことについては、小学校の全学年と中学校の学習指導要領にも記

述されており、学校の体育では、「勝敗を受け入れる」ことを大切な指導の一つと捉えて

います。勝つことで得られる喜びは大きいものがありますが、負けを認めた上で負ける

ことによって得られる学びは、それ以上のものがあるといっても過言ではないと言える

でしょう。 

全力を尽くしても上手くいかないこと、他人に負けてしまうことは運動に限らずいろ

いろなところで生じます。夏休みに頑張って取り組んだ作品も、作品展に出品されれば

賞が付けられて、どうしても優劣が付いてしまいます。そのために、せっかく頑張って

も一番でないとがっくりとしてしまうお子さんもいるという話を聞いたことがあります。 

でも、世の中は勝ち負けが全てではありません。例えば、「手抜きで 1位をとることと、

全力を尽くしたけれどビリになってしまったことと、どちらに価値があるか？」と問わ

れれば、答えは絞られてくるのではないでしょうか。「勝敗を受け入れる」ことは、子ど

もにとっては難しいことではありますが、本人がどれだけ努力したか、それを周りの大

人がいかに正しく評価して価値付けてやるか、それこそが大切なことだと考えておりま

す。 

※学習指導要領…全国のどの地域で教育を受けても、一定の水準の教育を受けられる

ようにするため、学校教育法等に基づく、文部科学省が定めた各学校

で教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準 
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揖斐川町立谷汲小学校 



１０月の行事予定 
      ３日（木） ④坂内小学校との交流 ⑥クラブ  PTA常任委員会 

   ６日（日） 谷汲地区ふれあい運動会 

   ９日（水） ⑥委員会 

  １０日（木）１１日（金） ６年生修学旅行 

  １５日（火） 全校５時間下校  

  １６日（水） 新１年生就学時検診（14時～） 

  １７日（木） ⑥クラブ（前期最後） 

  １８日（金） ５年生自動車工場見学 

  １９日（土） 小中合同リサイクル活動 

  ２２日（火・祝日） 即位礼正殿の儀 

  ２５日（金） 午後：６年生 すめらぎの森感謝祭リハーサル 

２７日（日） すめらぎの森感謝祭（午前：谷汲緑地公園・６年生参加 谷汲踊披露） 

（詳細は後日連絡します） 

   ２９日（火） １３時下校（給食あり）   

３１日（木） 全校５時間授業  

 

１１月の行事予定 
   ３日（日） たにぐみ公民館まつり（４年生・希望者） 

  １０日（日） いびがわマラソン応援（全校）・もみじ祭出演（６年生） 

  １１日（月） 振替休業日 

  ２２日（金） 地域環境美化活動 

 

 

 

 

 

 

 
 

月曜日は，会議，研修等のため，

原則として，５時間授業です。 

 

  

お礼 
 保護者の方々や地域の方々、谷汲地区老人クラブの方々に、夏休み中や運動会前に谷汲小学校
敷地内外の草刈りや草取りを行っていただきました。保護者の皆様や地域の方々に学校が支えら
れていることを再認識いたしました。本当にありがとうございました。 


